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２月２５日にみらいづくりプラン推進会議 第１５回本会議を開催し、令和３年度アクションプラン進捗状

況の報告、各団体で進める取組みの共有等を行いました。昨年に引き続き、コロナ禍による影響で、各

団体での取組みや部会が延期されたケースもありました。

発足時から推進会議やまちづくりの状況をお伝えしてきましたが、みらいづくりプランの推進のため推

進会議を設置してから、５年目を迎えました。これまでの実績や取組みを全体的にご紹介する説明会を

６月１９日（日）に開催する予定です（新型コロナウイルスの動向を見つつ最終決定します）。

また、令和３年度をもって、旭区との事業連携協定が満了となることから、令和４年度からの本会議や

部会の検討体制変更について本会議で承認され、新たな体制でまちづくりを推進していきます。

裏面では今回部会立上げが承認された「障害者等サポート部会」の概要等について報告します。

引続き、オール若葉台のまちづくりへのご支援とショッピングタウンの積極的なご利用について、ご協

力お願いします。

横浜若葉台
みらいづくりプラン推進会議ニュース
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・第5回オンデマンドバス実証実験を2月1日から

3月25日まで実施しました。

・WHO 若葉台紹介動画続編作成

・NHK BSプレミアムドラマ「拾われた男」撮影

・旭区発行の横浜若葉台のプロモーション冊子

「わかばだい」の配架

５．若葉台ブランド・ライフスタイル

「シティプロモーションの推進」

２．地域包括子育て

「こどもみらいづくり宣言」の実践取組み

・多世代交流イベント第6弾を予定していました

が、コロナ禍の影響で延期しました。

状況を見ながら実施に向け検討していきます。

商店街活性化部会取組み

３．安全・安心・健康まちづくり

・センター地区のエレベータ増設検討

実現に向けて、維持管理費の課題について

提案・検討を継続します。

・障害者等サポート部会の発足

※裏面参照

４．住環境と公共空間のリノベーション

「多様な住戸プラン・環境を活かした住替支援

と旧西中跡地の本格利活用」に向けて

６．総合的なエリアマネジメント

・身近な土地利用の課題の整理検討（継続）

・事業用地の事業化への協力等

・商店街活性化部会

若葉台小学校と連携し、

6年生児童に商店街の

キャッチコピーを考えて

もらいました。

・「みんなで商店街を盛り

上げよう」ワークショップ

を開催しました。

※裏面参照

１．中心街をエンジンとして活性化

・子育て世帯向け分譲リノベ

第1号完成（成約済み）

・高齢者向け公社賃貸住宅

第２期入居者募集（全戸成約）

・旧西中跡地の本格活用に向け

3月26日（土）旧若葉台西中学校

跡地利用検討・調整委員会の立ち上げ。



6年2組の児童のキャッチコピー
【にぎやかで行きたくなっちゃう商店街】
「お店の方もお客さんも笑顔溢れる姿が見られま
す。また、お店の数も多く、にぎやかで、つい行
きたくなるような、気持になります。」との想い
で考えました。

◇ご意見等ございましたら、若葉台まちづくりセンターホームページのお問い合わせページもしくは
みらいづくりプラン推進会議事務局公社担当（賃貸事業部若葉台創生課045-651-1957）まで。
若葉台まちづくりセンター：http://www.wakabadai-kc.or.jp/ 神奈川県住宅供給公社：http://www.kanagawa-jk.or.jp/

商店街活性化部会で検討した施策を順次実施中！

6年1組の児童のキャッチコピー
【親しみやすい!!近くにいいトコ!!商店街!!】
「お店の方もお客さんも、みんなフレンドリーで
親切で、お店の雰囲気も明るく感じています。ま
た、生活に必要なものがなんでも揃い、便利で
す。」との想いで考えました。

次回の全体会議は、令和４年５月２７日に開催予定です。

主な議題は、令和４年度アクションプランの設定を予定しています。

ショッピングタウンわかば開業40周年を住民
の皆さんと一緒に楽しみ、盛り上げることを目
的として、3月12日に部会主催の住民参加の
ワークショップを開催しました。
12名の住民の方にご参加いただき、「魅力あ

るイベント」、「住民参加率を高めるアイデ
ア」などについて、意見を出し合いました。
いただいたご意見を参考に、みんなで楽しめ

るイベントを企画します。

主旨

本プランの基本方針である「安心・
安全・健康なまちづくり」の推進、
また、SDGsのまちづくりを実現す
るためには、高齢者にとどまらず障
害者（児）・多様性についても地域
ぐるみで理解とサポートに努め、自
分事として取り組む必要があること
から、関係者連携により推進を図る
ことを目的とする。

検討
内容

・生活支援や移動支援に関すること
・上記に係る施設、サービス等の検
討に関すること など

開催
頻度 1回／1ヶ月～2ヶ月

商店街を身近に感じてもらうこと、親しみを
持ってもらうことを目的とし、若葉台小学校6
年生児童たちに「キャッチコピー」の作成を依
頼しました。
児童たちからいただいたキャッチコピーは、

横断幕とのぼり旗にして商店街に掲出していま
すので、ぜひ足をお運びください。

【いただいたご意見】（一部紹介）
・趣味やサークル活動などの発表の場として活用
・各イベント来場者の年齢に合った店先販売
・フリーマーケット、屋台村、映画祭ジャズ祭り
・孫・子の帰省時期を効果的に活用、 など

★皆さんも積極的に商店街を利用し、活性化にご協力ください★

https://www.city.yokohama.lg.jp/asahi/shokai/SDGs

/asahi-x-sdgs.files/0125_20220303.pdf

←URL

↓QRコード

『子育て世代が輝く
まちづくり』を地域内
に発信するため、B５判
８ページにまとめまし
た。「ブランディン
グ」などの専門家３名
が若葉台のすばらしさ
を解説しています。
冊子は、まちづくり

センターなどで入手で
きます。

↑記事の一部抜粋『３人の専門家がここで展開される様々なチャレ

ンジを「若葉台で生きがいと愛着をはぐくむ取り組みだと語ります。

この冊子には横浜若葉台の魅力がたくさん詰まっています。』


